
受診しやすい検診の体制づくり   

受診機会を多くする。  

①市内医療機関受診or地域での集団検診  

個別医療と集団の2選択  

②働き盛り年代が受診できるよう  
土曜・日曜 検診  

③ 同日検診  

【胃・肺・大腸・子宮・乳房検診】の同日実施＝集団  

④ 受診期間の長期設定  
19   

5月～12月  



F二  

受診しやすい環境づくり  ■・人づくり組織  

がん対策推進員（ヘルスボランティア）  

① がん対策推進員（ヘルスボランティア）の   

養成と育成 昭和元年から継続実施   

・がん予防の健康亭識向上対策  

■市内9地区全地区での組織づくり  

H19年度 607人（1町内平均 4．3人）  

②集団会場での受診者誘導や大腸がん検診の   

受診勧奨協力  
20   



早世予防   

健康日本21の地方都市計画版   

【なめりかわヘルスアップ21推進事業】  

平成15年度策定  

■職域保健と地域保健の連携  

がん検診受診の啓蒙普及   

・中壮年層のがん検診受診の実態把握   

・市内企業へ情報提供   

「なめりかわヘルスアップ通信」の発行  
21   



準二  

胃がん検診方法  

平成16年度から内視鏡（カメラ検診）の導入  

超早期がんの発見 開腹術不要の治療が可能  

22   
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H14  H15  H16  H17  H18  

計   3242  3239  3453   3279   3298   
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